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7. 本市の農業の将来像 としては,米の減反政策 も進められてもいる択 水稲単作のみに頼,,て

いては見通 しは明る(濠hoえのき茸をどの歯茸鵜や,雪を利用する花の栽培たどに力を入れ.

冬期間の労働力の流出を防 ぐとともに 新しV,型の農業へ脱皮 を図ることが今後の課題であろ

うo

茅 ケ丘南麓におけ る地理学的考察

大 和 恵 子

調査地は山梨県の北西甑 釜無用以東の火山裾野 及び沖積地であるO行政的 には韮崎市の束範

頼坂町,藤井町に相当する0

第 Ⅰ葦では気候 ･地形 ･地質 ･土壌 ･水系 ら,本地域の背景 としての自然毅境に目を向け,第刀

葦で鴫 そ こに立脚する農業%,農家人口･農家戸数 ･就業形態 ･労働力らの観点から分析 し.又

土地利用の変遷をたどったoそれ らから, 地形面と土地利馬 土地利用上の特色を考えたo他に,

主要作物の栽培状況 も概観 した｡

第nl葦では農林業センサスの統計 を用V', 兼業形態及び土地利用形態から集落の類型化を試戟

各集落類型の分布及び類型間の相違を示した｡

以上を要約すると次のとおDで奉る｡
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本地域の地形配置は大きく束に茅ケ丘の火山裾野,中央に塩川沖積地,西方に韮崎台地に区分さ

れる｡これらは更VC, 穂坂 Ⅰ南 棟坂 TT面,穂坂†帽5,新府両穴山両 支流の段丘而 塩川沖柿面
らに区分されるO これ らは多く,扇状地 ･河岸段丘でかD,砂僚層の上に ロームを載せているが,

その下部也 韮崎火砕流,黒富士火砕流が広 く分布 している.

土壌は7土壌続とされ,韮崎台地の粘質和 田土壌,塩川押 帯地の透水性の大きを水田土壌.茅ケ

丘山髄の強粘賀土壌が特色で車D,叉気候は,寒暖の差が大きい,降水量の少をい特色を有してい

る｡

農家^口 ｡農家戸数共に年々減少しており,現在, 4,508人 969戸で奉る.農家人口の減

少には, 15才以下の年令層及び16-59才の女子の減少が大きく影響している.就業者は増加

が見られるがその就業構造をみると男子の農業専業の減少.兼業化の傾向が著しいのが注目されるC

それと対応する様に専業農家は減少し.兼業農家の増木,特に第 2穐兼業農家の伸びが著しい｡

本地域では耕地面積の増減はほ とんど浸かった｡ しか し耕地の利用形態には時代によっていくつ

かの変化が見られたO とは言ってもそれは主に作物の秩類の相違で夢二つT,畑の優越は常に一貫し

ていた｡乏 水性の地質 ･地形の反映で奉ろう鵜 史に地形面と土地利用形態を調べると, この地形

の制約以上に本地域では,農業用水の配置による影響が大きかっ舟ことがわかる｡

農家は一般に飯米の自給を基礎に置き, 現金収入は水稲以外の畑作物に依存した.それは伝統的

に奉義でをD, 又現在でもそうであるが. ここ数年はそれにぶどうも加え, よb高い収益を求めて

Lハる0

第 2種兼業率,第 1種兼業率,専業率を第 1の指標として兼業化の強い集海 兼業化のやや強い

集落 盛業本業集落に農家集落を分類し舟. 更に農業本業集落は水田薮 桑畑率,果樹園率をとっ

て 4つに細分した｡それらの分布をみると兼業化の強い集落が中央の塩川沖積地に 農業本業集落

が東西の台地と火山山礎に分布している｡経営耕地規模別に怯 各集落類型間にかをDの差が認め

られたが,労働力についての差はほとんど浸 く, 基幹的労働的に多少の差を認めたのみで奉ったO

岩 槻 市 の地 理 学 的考 察
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